
特集特集

みんなの農地をみんなの農地を
みんなで守る。みんなで守る。

農業の担い手が減少を続けている下関。農業の担い手が減少を続けている下関。
農業の担い手の7割が65歳以上という中で、農業の担い手の7割が65歳以上という中で、

集落ぐるみで農業を営む法人が増えてきました。集落ぐるみで農業を営む法人が増えてきました。
法人同士の試みや、いろいろな農業スタイルに迫ります。法人同士の試みや、いろいろな農業スタイルに迫ります。

産
都
市
の
下
関
市
は
、
県
内

有
数
の
農
畜
産
物
の
産
地
で

も
あ
り
ま
す
。
米
と
麦
は
県

内
２
位
の
生
産
量
を
占
め
、
米
は
市
民

の
消
費
量
を
賄
え
る
ほ
ど
の
量
を
生
産

し
て
い
ま
す
。

　
県
内
生
産
量
１
位
の
ナ
シ
や
、
ふ
く

の
薬
味
と
し
て
欠
か
せ
な
い
香
り
豊
か

な
ふ
く
ね
ぎ
、
フ
ル
ー
ツ
の
よ
う
な
甘

さ
の
垢
田
の
ト
マ
ト
な
ど
、
県
外
か
ら

も
評
価
の
高
い
農
産
物
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
消
費
地
と
生
産
地
が
近
い
と

い
う
特
性
を
生
か
し
た
農
産
物
直
売
所

も
多
数
あ
り
、
市
民
は
手
軽
に
新
鮮
な

野
菜
を
入
手
で
き
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
農
業
を
支
え
る
担
い
手

は
高
齢
化
が
進
み
、
下
関
市
で
は
担
い

手
の
７
割
以
上
が
65
歳
以
上
で
す
。

　
加
え
て
市
内
の
農
村
地
域
に
は
、
耕

作
条
件
が
不
利
な
農
地
も
多
く
あ
り
ま

す
。
農
地
を
持
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

水 新鮮・安心・安全で
消費者ニ－ズに沿った

地元の農林水産物が
市民に安定的に提供されて

いると思いますか？

令和２年　下関市市民実感調査より

Q

意外に
多い！？少ない？

  思う思う  
  54.454.4％％

どちらともどちらとも
言えない言えない
31.731.7％％

思わない思わない
11.711.7％％

不明 2.2不明 2.2％％
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農業のいろいろな機能
SHIMONOSEKI AGRICULTURE SHIMONOSEKI AGRICULTURE 

農
業
を
し
な
い
方
も
増
え
、
イ
ノ
シ
シ
、

シ
カ
、
サ
ル
な
ど
に
よ
る
農
作
物
へ
の

被
害
も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
農
地
の
荒
廃
を
防

ぐ
た
め
、
地
域
の
農
家
が
協
力
し
て
集

落
営
農
法
人
を
設
立
し
、
集
落
ぐ
る
み

で
農
業
を
営
む
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま

し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
集
落
営
農
法
人
に
よ
る

農
業
や
、
集
落
営
農
法
人
が
抱
え
る
課

題
を
解
決
す
る
も
の
と
し
て
今
後
期
待

さ
れ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
を
特
集
し
ま
す
。

農業は、私たちに大きな恵みをもたらす大切な産業です。
農業はこれからも私たちの暮らしに欠かせません。

01　洪水を防ぐ

02　川の流れを安定させる

03　生き物のすみかになる

04　体験学習と教育の場になる

農業は
スゴイ!

#華山の麓に広がる豊田町の田畑#華山の麓に広がる豊田町の田畑

一時的に雨水をため、一時的に雨水をため、
ダムのような役割をする。ダムのような役割をする。

田に浸透した雨水は、田に浸透した雨水は、
ゆっくり川に流れる。ゆっくり川に流れる。

いろいろな生き物が、いろいろな生き物が、
たくさん田畑に生息する。たくさん田畑に生息する。

食料の恵みに感謝する食料の恵みに感謝する
心や道徳観が育まれる。心や道徳観が育まれる。
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ま
す
。
構
成
員
の
家
族
で
他
に
仕
事
の

あ
る
方
も
、
仕
事
を
休
ん
で
手
伝
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
農
業
を
す

る
こ
と
で
、
農
地
が
荒
れ
ず
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
作
業
が
で
き

て
い
ま
す
が
、
組
合
員
の
平
均
年
齢
は

約
70
歳
。
担
い
手
の
確
保
と
、
農
機
具

の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
経
費
の
負
担
が

課
題
で
す
」

　
松
屋
で
は
設
立
当
初
か
ら
、
若
者
を

雇
う
と
い
う
目
標
が
あ
り
、
こ
の
4
月

に
初
め
て
20
歳
の
新
人
を
迎
え
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
新
人
の
深
野
将
生
さ
ん
は
、
県
立
農

業
大
学
校
在
学
中
に
松
屋
で
研
修
を
受

け
、
構
成
員
の
人
柄
に
引
か
れ
て
松
屋

へ
の
就
農
を
決
め
ま
し
た
。「
じ
っ
と
す

る
よ
り
体
を
動
か
し
な
が
ら
覚
え
る
の

が
楽
し
く
て
農
大
に
進
み
ま
し
た
。
農

大
と
現
場
は
、
設
備
も
違
い
ま
す
し
、

ネ
ッ
ト
の
張
り
方
や
畝
の
立
て
方
も
違

う
の
で
、
や
り
方
を
変
え
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。
今
は
覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
一
生
懸
命
や
っ
て
い

ま
す
」と
深
野
さ
ん
。

　

長
谷
川
代
表
は「
法
人
に
夢
を
持
っ

て
入
っ
て
き
て
く
れ
た
の
で
、
夢
を
持

ち
続
け
ら
れ
る
法
人
で
あ
り
た
い
で

す
」と
話
し
ま
す
。

農
業
に
夢
を
。

　
以
前
は
、
60
歳
で
企
業
を
退
職
し
、

農
業
を
始
め
る
人
が
い
ま
し
た
が
、
今

で
は
定
年
延
長
な
ど
に
よ
り
、
退
職
後

に
農
業
を
始
め
る
人
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
担
い
手
が
高
齢
化
し
、
個
人
で
農
地

を
守
れ
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

地
域
の
農
家
が
共
同
で
出
資
し
て
設
立

す
る
集
落
営
農
法
人
が
、
こ
こ
10
年
間

で
増
え
て
き
ま
し
た
。
法
人
は
、
農
地

を
借
り
る
資
格
を
持
ち
、
大
型
機
械
に

よ
る
農
作
業
の
効
率
化
、
低
コ
ス
ト
生

産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
王
喜
の
法
人
松
屋
は
、
担
い
手
の
高

齢
化
と
農
地
の
荒
廃
を
な
ん
と
か
し 

た
い
と
い
う
地
域
の
方
の
思
い
で
、 

２
０
１
２
年
に
3
つ
の
集
落
が
集
ま
っ

て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
松
屋
の

構
成
員
は
124
人
。
水
稲
、
麦
、
キ
ャ
ベ

ツ
な
ど
を
合
計
約
120
㌶
栽
培
し
、
構
成

員
は
、
営
農
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
、
企

画
、
経
理
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
、
分

担
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
代
表
の
長
谷
川
仁
広
さ
ん
に
話
を
伺

い
ま
し
た
。「
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の

繁
忙
期
に
は
、
地
域
の
定
年
退
職
さ
れ

た
方
を
中
心
に
作
業
し
て
も
ら
っ
て
い

農
地
を
守
り
た
い
。

農
地
を
守
り
た
い
。

地
域
の
強
い
思
い
。

地
域
の
強
い
思
い
。

●❶

●❷

●●❺ ●❹

●❸ #小野愛農組合#小野愛農組合#アグリ永田郷#アグリ永田郷

❶田植えと同時に肥料などもまくことができる田植え機。❷豊
田町では酒米を生産する法人もあります。❸麦も稲も刈ること
ができるコンバイン。いつも飲むビールにも下関産の麦が入っ
ているかも。❹松屋の長谷川代表。❺松屋の深野さん。
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SMART FARMINGSMART FARMING

集
落
営
農
を
続
け
る
た
め
に
。

　
現
在
、
市
内
の
集
落
営
農
法
人
で
は

作
業
員
の
高
齢
化
や
、
猛
暑
の
中
の
作

業
に
よ
り
作
業
員
が
体
調
を
崩
し
て
し

ま
う
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
解
決
策
に
も
な
る
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

を
活
用
し
た
、
作
業
の
省
力
化
や
、
農

産
物
の
高
品
質
化
を
実
現
す
る
ス
マ
ー

ト
農
業
が
、
下
関
で
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
一
つ
が
草
刈
り
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。

こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
で

操
作
し
、
無
人
走
行
が
可
能
で
す
。
こ

れ
ま
で
難
し
か
っ
た
傾
斜
の
あ
る
場
所

も
、
簡
単
に
草
刈
り
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
課
題
は
コ
ス
ト
で
、
草

刈
り
ロ
ボ
ッ
ト
の
価
格
は
約
300
万
円
。

市
の
補
助
を
受
け
て
も
、
一
つ
の
法
人

で
所
有
す
る
に
は
高
額
で
す
。

　
そ
こ
で
、
農
協
が
草
刈
り
ロ
ボ
ッ
ト

を
導
入
し
、
市
内
の
法
人
で
構
成
す
る

山
口
県
農
協
下
関
集
落
営
農
法
人
協
議

会
で
共
同
利
用
を
始
め
ま
し
た
。
協
議

会
で
は
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
農
薬
散
布

も
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
法
人
同
士
が
連
携
し
て
、
下
関
の
農

業
を
守
っ
て
い
く
取
り
組
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。

始
ま
っ
た
ス
マ
ー
ト
農
業
。

始
ま
っ
た
ス
マ
ー
ト
農
業
。

#クスの森の里#クスの森の里

山口県農協下関集落営農法人協議会　川岡康男会長

草刈りロボットやドローンを複数の法人で共同利用する試みが始まりました。
このことが、法人同士の連携が進むきっかけになるかもしれません。
今の集落営農法人の課題である後継者を確保するための連携は、まだ難しい状況ですが、
JAグループ山口が中心となり、期間労働の募集を始めました。
農業は、自然の中でおいしい空気を吸いながらできる仕事で、たくさんの魅力がありま
す。農業は体が動けば、年齢に関係なくできます。
農作業をしてみたい方は、ぜひご連絡ください（詳しくは7㌻「農業バイト」を参照）。

5



久野ファーム女性部　松尾美佐江部長

「仲間づくり、生きがいづくり、久野を元気に」をモットーに、毎週木曜日に集まります。
久野ファームや久野の方が作った農産物を使って、芋100㌫のこんにゃく、ザル豆腐、
丸餅、ダイコン・そうめんうりの漬物やお弁当をみんなで楽しく作っています。
こんにゃくは、つるつるでもっちりした食感とのど越しの良さを追求して、手作業で作
るなど、商品には、こだわりがたくさん詰まっています。
これからも商品開発を進め、「食工房くのちゃん」のファンを増やしたいです。

� ◆加工品についてのお問い合わせ◆　☎080-1645-9907

●❸

●❶

●❷
❶人気の加工品。❷こんにゃくいもの栽培の様子。❸女
性部の皆さん。「数の子のような食感」と大人気の漬物の原
料になるそうめんうりも、みんなで育てたもの。

　

菊
川
町
の
久
野
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
10

年
か
ら
15
年
先
の
将
来
像
を
描
き
、
み

ん
な
で
話
し
合
っ
て
第
2
期
ま
で
経
営

計
画
を
作
っ
て
い
ま
す
。
企
業
が
経
営

分
析
な
ど
に
使
う
バ
ラ
ン
ス
・
ス
コ
ア

カ
ー
ド
や
ス
ウ
ォ
ッ
ト
分
析
を
用
い
、

客
観
的
に
法
人
経
営
を
分
析
し
、
実
践

で
き
る
よ
う
な
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
意
見
の
あ
っ
た
女
性
の
組

合
員
化
を
２
０
１
４
年
に
、
農
産
加
工

所「
食
工
房
く
の
ち
ゃ
ん
」の
建
設
を
２

０
１
６
年
に
実
現
し
ま
し
た
。
現
在
、

構
成
員
91
人
の
う
ち
女
性
が
約
半
数
を

占
め
、
女
性
の
力
を
結
集
し
た
加
工
品

や
お
弁
当
を
作
っ
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
作
物
の
収
量
や
品
質
の
向
上
は
も
ち

ろ
ん
、
経
営
の
多
角
化
に
つ
な
が
る
女

性
部
の
活
動
を
活
性
化
さ
せ
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
法
人
経
営
を
安
定
さ
せ
る
こ

と
が
法
人
の
目
標
の
一
つ
で
す
。

　

浅
野
東
雄
代
表
は「
法
人
経
営
に
は
、

一
人
で
も
多
く
の
組
合
員
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
役
割
分
担
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
若
い
人
を
育
て
て
、
新
し

い
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良

い
法
人
経
営
を
行
い
、
地
産
地
消
を
進

め
て
、
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
久
野
フ

ァ
ー
ム
へ
の
熱
い
思
い
を
語
り
ま
す
。

METHOD   1×2×3=6

   久野ファーム。
農業（第1次産業）で生産した農産物を食品に加工（第2次産業）し、

製品の流通や販売（第3次産業）を手掛ける6次産業化への集落営農法人の挑戦。
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AGRICULTURAL METHODAGRICULTURAL METHOD
METHOD TO START FARMING

  農業を始める。
地域に溶け込めるか、体力が持つかなど、農業への不安がある人は多いと思います。

興味のある方は、まずは自分にあったスタイルで、農業を始めてみてください！

01

02

03

04

チャレンジ農業
就農チャレンジ推進事業

農業バイト
やまぐち農業専門求人サイト

トライアル農業
新規農業就業緊急支援事業【今年度限り】

ガッツリ農業
下関市シティプロモーションサイト

農家さんの指導を受けながら、作ってみたい品目で、
就農体験をしてみませんか？
対新たに就農を希望する方
期1品目5日程度、最長15日以内
内指導料無料（支給はありません）
申事前に農業振興課へ相談を。
　品目によっては、受け入れができないこともあります。
　体験終了後に報告書を提出していただきます。
問農業振興課（☎231-1228）

農業の求人・求職者の新しいマッチングサイト「アグ
ポン」で、自分に合った求人を探してみませんか？
スマホで今すぐ検索！
申サイトの応募フォームで登録を。
問JA山口中央会無料職業紹介所
（☎083-973-2224）

農家さんの指導を受けながら、作ってみたい品目で、
就農体験をしてみませんか？
対市内での就農を希望する方
期原則1カ月以上、6カ月以内
内125,000円を市が支給
申事前（令和3年1月末まで）に農業振興課へ相談を。
　品目によっては、受け入れができないこともあります。
　体験終了後に報告書を提出していただきます。
問農業振興課（☎231-1228）

農業にはどんな形態があるのか、就農した先輩の体験、
現地リアルレポートなどは「下関市シティプロモーシ
ョン」のサイトをご覧ください。
農業をしたいと思われている方は、お気軽に農業振興
課へご相談ください。
問農業振興課（☎231-1228）

初めてでも
できる気がする！

農業に
トライするぞ！
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